
総 社 市 水 道 事 業 の 

概 要 及 び 経 理 の 状 況 

 

【平成２３年度上半期の状況】 

 本市の平成２３年度上半期の給水量（有収水量）は，上水道と簡易水道を合わせて

3,318,421㎥で前年度と比較して 1.5％減少しています。また，給水件数は 22,618件

で 0.2％減少しています。詳細につきましては，別表１ 給水状況をご覧ください。 

 財政状況につきましては，別表２ 損益計算書のとおり，税抜きで総収益 6億 1,498

万 9千円（前年度 6億 3,485万 9千円）で 3.2％の減となっています。 

  一方，総費用につきましては，税抜きで 2億 8,316万 9千円（前年度 2億 7,519

万 4千円）で 2.8％の増となっており，収益及び費用ともほぼ昨年並みの執行状況と

なっております。 

 今後の運営に当たりましては，より一層の経費節減と経営の合理化を図り，安定給

水と健全経営に向けて努めてまいります。 

 

【平成２２年度決算概要】 

 平成２２年度の水道事業の業務量のうち年度末給水件数は，21,299件（上水 19,149

件，簡水 2,150件）で前年度末に比べ 102件（0.48％）増加し，年間給水量は，6,813,206

ｍ3（上水 6,165,365ｍ3，簡水 647,841ｍ3）で前年度に比べ 60,648ｍ3（0.90％）増

加しました。 

 建設改良の状況につきましては，上水道事業では，合併創設第 1次変更事業として

クリプトスポリジウム病原菌対策のため東部第８水源地に紫外線処理設備を設置並

びにブロック化配水に向けた配水本管の布設工事や減圧弁設置のための用地取得を

行いました。また，老朽管路の更新として石綿管の耐震管への取替工事や県事業，公

共下水道，駅南区画整理事業などの公共工事に関連した配水管の移設及び布設工事を

実施しました。 

 簡易水道事業については，現在整備中であります昭和簡易水道地区である種井地区

の配水管布設工事及び新種井配水ポンプ室の施設整備工事を実施しました。昭和簡易

水道の統合に向け引き続き計画的に事業を進めてまいります。 

 上水道事業については，総社市水道ビジョンに基づいた事業を実施することにより，

安全・安心でおいしい総社の水の供給に努めます。また，簡易水道事業については，

未普及地の解消と併せ将来の計画的な整備事業を推進していくことに努めます。 



 財政状況につきましては，上水道事業の事業収益は，料金収入 8億 5,506万 1千円

などの営業収益 9億 900万 9千円，営業外収益 392万 3千円の合計 9億 1,293万 2千

円（税込額 9億 5,691万 7千円）で，前年度に比べ 3,030万 9千円の増収となりまし

た。事業費用は，営業費用 7億 1,703万 8千円，営業外費用 7,447万 4千円，特別損

失 298万 1千円の合計 7億 9,449万 3千円（税込額 8億 1,943万 9千円）で前年度に

比べ 1,620 万 7 千円の増加となりました。この結果平成２２年度の収益的収支は，1

億 1,843万 8千円の当年度純利益が生じています。 

簡易水道事業の事業収益は，料金収入 8,508万 2千円などの営業収益 8,945万 3千

円，営業外収益 1億 4,544万円の合計 2億 3,489万 3千円（税込額 2億 3,934万 3千

円）で，前年度に比べ 8,567万 8千円の増収となりました。事業費用は，営業費用 1

億 9,292万 3千円，営業外費用 3,114万 7千円，特別損失 2,898万 5千円の合計 2億

5,305万 5千円（税込額 2億 5,680万円）で前年度に比べ 4,730万 9千円増加しまし

た。この結果平成２２年度の収益的収支は，1,816万 1千円の当年度純損失が生じて

います。 

今後においても，水道施設の計画的な整備と長期的展望にたった財政計画により経

営の健全化に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



項目

（３） 特別利益

総  収  益
（１）＋（２）＋（３） A

3,278 142,746

177,863 54,220（４） 営業費用

（２） 営業外収益

0

１．給水状況   上半期（Ｈ２３．９．３０現在）

（１） 営業収益

金            額

簡 易 水 道上 水 道 合  計

429,574

平成２３年度

給水件数（件）

139,468

42,669

有収率   （％）

簡 易 水 道
区分

上   水   道

増  減 増  減平成２３年度 平成２２年度 平成２２年度

２．損益計算書   （平成２３年４月１日～平成２３年９月３０日）

2,2122,25520,319 20,406

472,243

82.3

3,471,288 3,549,848

232,083

182,137 614,989

283,169

51,086

0

81.285.9 0.5

（５） 営業外費用 36,235 14,851

86.4

432,852

（単位 千円）

0

総  費  用
（４）＋（５）＋（６） B

69,071

当期純利益（損失）

214,098

113,066
A－B

218,754 331,820

（６） 特別損失 0 0 0

43△ 87

392,511 386,700

7,068 137

△ 78,560

7,205

2,999,838 3,050,425

△ 1.1

5,811

318,583 318,126 457△ 50,587

△ 241給水人口（人）

配水量   （㎥）

56,134 56,375

給水量   （㎥）



上水道 （単位 千円）

項   目 金   額 項   目 金   額

３．貸借対照表   （平成２３年９月３０日）

固 定 資 産 8,059,821 固 定 負 債 106,423

流 動 資 産 1,964,508 流 動 負 債 306,042

負 債 合 計 412,465

資 本 金 3,303,755

剰 余 金 6,308,109

資 本 合 計 9,611,864

資 産 合 計 10,024,329 負 債 資 本 合 計 10,024,329

簡易水道 （単位 千円）

項   目 金   額 項   目 金   額

固 定 資 産 3,827,081 固 定 負 債 11,996

流 動 資 産 374,065 流 動 負 債 13,411

負 債 合 計 25,407

資 本 金 1,465,471

剰 余 金 2,710,268

資 本 合 計 4,175,739

資 産 合 計 4,201,146 負 債 資 本 合 計 4,201,146



資 本 合 計 9,445,766

資 産 合 計 9,765,343 負 債 資 本 合 計 9,765,343

3,391,479

剰 余 金 6,054,287

資 本 金

総  費  用 794,493 253,055 1,047,548
（４）＋（５）＋（６） B

105,621

（６） 特別損失 2,981 28,985 31,966

（単位 千円）

項目
合  計

998,462

149,363

0

金            額

総  収  益
（１）＋（２）＋（３） A

912,932 234,893 1,147,825

909,961

（５） 営業外費用 74,474 31,147

上水道 （単位 千円）

貸借対照表   （平成２３年３月３１日）

簡 易 水 道上 水 道

損益計算書（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

（２） 営業外収益

909,009 89,453（１） 営業収益

項   目 金   額 項   目 金   額

（４） 営業費用

3,923 145,440

0 0（３） 特別利益

４．平成２２年度決算の概要

固 定 資 産 7,873,993 固 定 負 債 106,423

717,038 192,923

118,439 △ 18,162 100,277

負 債 合 計 319,577

当年度純利益（損失）
A－B

流 動 資 産 1,891,350 流 動 負 債 213,154



91,600 0 13,500 78,100

資 産 合 計 4,079,762 負 債 資 本 合 計 4,079,762

剰 余 金 2,535,787

資 本 合 計 4,024,864

負 債 合 計 54,898

資 本 金 1,489,077

流 動 資 産 264,000 流 動 負 債 42,902

固 定 資 産 3,815,762 固 定 負 債 11,996

簡易水道 （単位 千円）

項   目 金   額 項   目 金   額

（単位 千円）

平成５２年３月

平成５３年３月

平成５０年３月

平成３１年3月

平成３２年３月

平成２７年３月

43,206 1,334,902合 計 1,347,508 30,600

908,209

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

405,308 30,600 9,215 426,693

財 務 省

借 入 先
平成21年度
末 残 高

平 成 ２ ２ 年 度
平成22年度
末 残 高

借 入 額 償 還 額

81,512

47,743

1,554,894

863,720

1,636,406

764,363

0

147,100

企業債残高明細 

償 還 終 期
平 成 ２ ２ 年 度

（単位 千円）

借 入 額 償 還 額

平成22年度
末 残 高

借 入 先
平成21年度
末 残 高

平成５３年３月

942,200

2,672,669 147,100 171,215 2,648,554

償 還 終 期

0 33,991

財 務 省

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

合 計

簡易水道

吉 備 信 用 金 庫

中 国 銀 行

ト マ ト 銀 行

上水道

76,000 0 7,600 68,400

104,300 0 20,860 83,440



 

総 社 市 工 業 用 水 道 事 業 の 

概 要 及 び 経 理 の 状 況 

 

【平成２３年度上半期の状況】 

 本市の平成２３年度上半期の給水量（有収水量）は，141,138㎥で前年度と比較し

て 0.9％減少しています。また，給水件数は昨年度と同様に 19社に給水しています。

詳細につきましては，別表１ 給水状況をご覧ください。 

 財政状況につきましては，別表２ 損益計算書のとおり，税抜きで総収益 1,658万

9千円（前年度 1,668万 6千円）で 0.6％の減となっています。 

 一方，総費用につきましては，税抜きで 978万 3千円（前年度 861万円）で 13.6％

の増となっています。これは，委託料の増加が主な原因です。 

 今後の運営に当たりましては，より一層の経費節減と経営の合理化を図り，安定給

水と健全経営に向けて努めてまいります。 

 

【平成２２年度決算概要】 

本市の工業用水道事業は，工業の振興と地域の発展に寄与することを目的として，

昭和６３年度に一部給水を開始し，現在１９社に給水しています。給水量は，契約水

量１日 2,000ｍ3（１９社の合計）に対し，１日平均給水量 718.7ｍ3，１日１社平均

給水量 37.8ｍ3で，年間の給水量は 262,335ｍ3となりました。 

平成２２年度の事業収益は 3,441万 6千円（税込額 3,520万 3千円）で前年度に比

べ 1,636万円の減収で，そのうち給水収益は 3,316万 4千円で前年度に比べ 1,611万

1千円の減収となりました。事業収益の減少は，世界的な景気後退により，契約者の

給水量が減少したことから，平成 22年 4月 1日から平成 25年 3月 31日までの 3年

間，契約水量を減少させたことによる給水収益の減少が主な内容です。 

事業費用は 2,261万 6千円（税込額 2,339万 7千円）で前年度に比べ 1,039万 1千

円の減少となりました。事業費用の減少は，減価償却費及び支払利息，特別損失の減

少が主な内容です。 

この結果，収益的収支の差引で 1,180万円の当年度純利益を計上することができま

した。 

事業運営に当たりましては，引き続き効率的な経営に努め,事業の安定化に努めた

いと考えておりますので，今後とも格別のご理解とご協力をお願いいたします。 



給水量（㎥）

区分 平成22年度 増減

19

730,000

19

730,000

0

0

１．給水状況   上半期 （平成２３年９月３０日現在）

給水件数（件）

平成23年度

706

年間契約給水量（㎥）

配水量（㎥）

△ 1,289141,138 142,427

145,561 144,855

（５） 営業外費用

総  費  用
（４）＋（５）＋（６） B

当 期 純 利 益

A－B

2.損益計算書  上半期 （平成２３年４月１日～平成２３年９月３０日）

（４） 営業費用

（２） 営業外収益

項目

（単位 千円）

（１） 営業収益

（３） 特別利益

総  収  益

（１）＋（２）＋（３） A

9,783

6,806

（６） 特別損失

16,589

8,267

1,516

0

金            額

16,567

22

0



0

損益計算書（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）  （単位 千円）

項   目 金   額

3.貸借対照表   （平成２３年９月３０日）

工業用水道 （単位 千円）

項   目 金   額

固 定 資 産 323,993

145,053

固 定 負 債 10,631

流 動 資 産 162,744 流 動 負 債 892

資 産 合 計

（３） 特別利益 0

（６） 特別損失

（４） 営業費用

4．平成２２年度決算の概要

（２） 営業外収益

18,758

3,858

1,252

（５） 営業外費用

22,616
（４）＋（５）＋（６） B

486,737 負債資本合計 486,737

剰 余 金

負 債 合 計 11,523

資 本 金

（１）＋（２）＋（３） A

330,161

資 本 合 計 475,214

34,416
総  収  益

項目 金            額

（１） 営業収益 33,164

総  費  用

当年度純利益
11,800

A－B



貸借対照表   （平成２３年３月３１日）

企業債残高明細  （平成２３年３月３１日現在）

（単位 千円）

平成29年3月

平成26年3月

24,360

0 16,458公営企業金融公庫

合 計 90,119 0

45,087 7,902財 務 省

借 入 額 償 還 額

工業用水道

項   目 金   額

65,759

28,57445,032

0 37,185

工業用水道

固 定 資 産

金   額

（単位 千円）

平 成 22 年 度
末 残 高

項   目

流 動 資 産 167,930 流 動 負 債 313

323,993

償還終期借 入 先
平成 21年度
末 残 高

平 成 ２ ２ 年 度

固 定 負 債 10,631

負 債 合 計 10,944

資 本 金 157,647

剰 余 金 323,332

資 本 合 計 480,979

資 産 合 計 491,923 負債資本合計 491,923


